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まえがき 

 

 

 

大学では、三つのポリシー（ディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシー、ア

ドミッション・ポリシー）の策定と公表が義務化され、全ての教職員がどのような教

育を行い、どのような人材を輩出するのかを、学修成果の観点から把握・評価を行い、

その結果を教育活動の改善・進化につなげるという改革サイクルの定着を通じて、教

学マネジメントの確立が急がれている。大学教育の質的転換に向けて、社会から教育

の質保証について高い期待が寄せられており、卒業時の学修成果を客観的に提示する

ディプロマ・サプリメント等学修成果の可視化への説明責任がいま問われている。 

その仕組みの一つとして、学生自身による学修の達成状況を点検・改善するツール

としての学修ポートフォリオの導入と、教員自身による授業の達成状況を点検・改善

するツールとしてのティーチング・ポートフォリオの導入、及び教学データを組み合

わせた教学ＩＲの整備が不可欠となっている。 

とりわけ大学は、学士力の達成に向けて、学生の学修状況の履歴と学修成果の蓄積

などの学修ポートフォリオ情報を活用し、学修の過程及び教育の過程を「可視化」す

ることで、学生一人ひとりに対してきめ細かい学修支援が求められている。しかし、

これまで学修ポートフォリオの意義・目的及びメリットが、学生・教職員に十分認識

されていないこともあり、期待された以上の成果が報告されていない。 

そこで本協会では、学修ポートフォリオの導入促進と有効活用の方策について５年

に亘り検討した結果、①シラバスの中で上級生・卒業生から動画・音声で学生に呼び

かける工夫、②ワークシートや Can-do リストによる学修状況の確認、③教員コメント

の迅速なフィードバック、④授業価値を振り返る簡便なティーチング・ポートフォリ

オの導入、⑤学修ポートフォリオと教学データを組み合わせた教学ＩＲシステムとの

接続、⑥初年次教育用・達成度振り返り用・キャリア用ポートフォリオの構築、⑦シ

ングルサインオン、モバイル端末対応、学修に不安を抱える学生の相談・助言体制、

⑧ e ポートフォリオシステムの導入事例と課題などに配慮した「学修ポートフォリオ

システムの導入・活用等の参考指針」をとりまとめることができた。 

 参考指針のとりまとめを通じて、学生に学修ポートフォリオで振り返りを求める反

面、最良の教育を学生に提供できるよう、教員自身が授業の価値や授業設計・運営に

ついて振り返りを行い、その結果を踏まえて教育プログラムの充実に主体的に関与し

ていく姿勢が改めて教員一人ひとりに求められてくることを再確認した。 

 いま大学には、学長のリーダーシップの下、教育改革の推進が要請されているが、

それには、教職員の意識改革とステークホルダーを含めたオープンな教育システムの

構築が喫緊の課題となっている。 

ここに、５年に亘り本問題について研究を続けてこられた大学情報システム研究委

員会の方々のお力添えに厚く御礼申し上げる。また、事例情報の提供を快く協力いた

だいた大学関係者に対して感謝を申し上げる。 

願わくは、この参考指針が契機となって、教育のアセスメントシステムとして学修

ポートフォリオが普及され、教育の質保証にいささかなりとも寄与することができる

ならば、望外の幸せである。 

 

大学情報システム研究委員会 

担当理事 大野 髙裕 

委員長  岩井   洋 
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１．学修ポートフォリオに対する理解の促進に向けて 

 

 

1.1 学修ポートフォリオをめぐる状況 

（１）背景 

 中央教育審議会の「学士課程答申」では、卒業認定における評価の厳格化を大きな課

題としている。評価の厳格化は卒業時点に限定することなく、入学してからの教育過程

の成績評価について学生の成長という観点から考えることが重要であるとし、教員間の

共通理解の下で組織的に学修の評価に当たっていくことが強く求められている。評価に

当たっては、多様な学修活動の成果を評価する観点から、学生の学修履歴などの記録と

自己管理のための仕組みを整備することが不可欠であるとしている。その上で、学修成

果の効果的な達成を促す仕組みとして、学生自身が学修の達成状況を点検し、振り返り

を通じて自律的に学修する習慣を身につける学修ポートフォリオの導入と、大学がこの

情報を踏まえてきめ細かな履修指導や学修支援の実施に活用することを提言している。

また、平成24年8月の中央教育審議会答申（「新たな未来を築くための大学教育の質的転

換に向けて」）においても、速やかに取り組むことが求められる課題として、学修ポー

トフォリオなどの導入が指摘されている。このような、教育の質的転換に向けた改革努

力について、国は平成29年度までの「大学改革実行プラン」の中で、改革方策の実現に

向けた取り組みを大学に求めている。 

 

（２）学修ポートフォリオ導入の現状 

学修ポートフォリオを導入している大学の多くは、その目的や意義について、十分に

学生・教職員の理解が得られていないこともあり、期待した以上には教育改善の成果が

みられていない。 

 以下に、大学組織・教職員・学生における主な問題点を列挙する。 

【学生の問題点】 

・ ポートフォリオの意義・目的及びメリットが理解されていない。 

・ 効果的な学修方法を身につけようとしない。 

・ 学修状況の書き込みを継続しない。 

【教職員の問題点】 

・ 学生にポートフォリオのメリットを理解させられない。 

・ 教育プログラムの評価に反映する方法がわからない。 

・ 学生の評価にポートフォリオをどのように活用すべきかわからない。 

・ 学生の記録や自己評価にフィードバックをしない、コメントの仕方がわからない。 

【大学組織での問題点】 

・ 導入目的や意義が組織として十分に認識・共有されていない。 

・ 組織的に活用する体制が確立されていない。 

・ 活用を促進するための仕組みがない。 

・ 継続的に運営するための財政的基盤・設備・人的資源がない。 

 

以上、問題点を整理すると、大学全体としてポートフォリオの意義・目的及びメリッ

トが理解されていない、学修成果の書き込みが継続されず期待した以上には効果的な学

修方法が身についていない、ポートフォリオに記載した学修内容の真実性を教員が判断

することが困難、教育改善を図るための基礎資料としてポートフォリオをどのように活

用すべきか理解されていないなどの問題がある。そして、財政的支援、設備の整備、人

的資源の配置等の不足は多くの大学に共通している。 
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1.2 学修ポートフォリオに関する基本的な考え方 

［学修者中心の学修ポートフォリオ］ 

 学修ポートフォリオは、学生自身が学びのプロセスや成果を示す資料・コンテンツ等

を継続的に蓄積したものである。学生は、継続的かつ定期的に学びを振り返ることを通

じて学修の到達度を確認し、取り組むべき課題を発見することができる。また、教員か

ら個別指導を受けることで適切な学修支援を獲得して学びを深化させ、さまざまな知識

と技能を自主的に修得することができる。このような学修の体験を繰り返すことで、生

涯に亘り身につけるべきキャリア「能力」を形成することができる。 

 

［教員・大学からみた学修ポートフォリオ］ 

 学修ポートフォリオを活用することで、学びと教育のプロセスを「見える化」し、そ

のプロセスを学生と共有することができ、学生の学修行動を把握できる。教員は、学修

行動の記録を活用して授業の点検・評価を行うことで、課題を発見するツールとして活

用できる。また、大学では教育プログラムの効果を明確化し、教学マネジメントを点検

する IR（大学機関調査）ツールとして多面的に活用できる。 

以上のことから、学修ポートフォリオを継続的に活用することを通じて、学生の学修

と大学の教育をマッチングすることにより、学士課程教育で求める方向性を確認する「羅

針盤」としての役割が期待されている。 

 

1.3 提言 

 学修ポートフォリオの導入に当たり留意すべき点としては、学生一人ひとりの学修内

容及び学修達成状況を常時把握し、特に達成が思わしくない学生には大学として卒業す

るまで適切な学修支援が得られるよう、何らかの個別指導を行う仕組みを整備しておく

ことで学生が安心して学びに向き合えるようにすることが、最も重要なことである。 

 そのためには、各大学でポートフォリオ導入の目的及び意義を明確化するとともに、

学生・教職員への共通理解の徹底が不可欠で、当面、以下に掲げるような課題及び対応

の検討が必要となろう。 

① 学修ポートフォリオの運用に当たっては、教育課程や各科目において学修ポート

フォリオの位置づけや活用方法を明確にするとともに、学生に利用のメリットを明

確に提示する必要がある。 

② 学生に継続的に利用させる仕掛けとして、各科目のシラバスに学修ポートフォリ

オの活用方法を明記し、評価項目の一つに学修ポートフォリオの活用状況を加える

などの方策が考えられる。 

③ 学生に積極的に利用させるためには、学修記録の内容や振り返りに対する教員の

コメントなどのフィードバックが不可欠である。コメントの具体的な方法やノウハ

ウについては、ＦＤの課題としてとりあげる必要がある。 

④ 学修ポートフォリオの導入及び利活用には、学長のリーダーシップのもと全学的

かつ組織的に取り組むことが求められる。また、大学組織として学生を支援するた

めには一人ひとりの学生の学修に寄り添う覚悟が求められていることから、教員の

意識変革を促す努力が必要とされる。 

⑤ 学修ポートフォリオの実現・維持には、人的資源の配置、施設設備、財政的支援

等の適正化に関して理事会を中心とした組織での共通認識と意思決定が必要であ

る。 
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２．学修ポートフォリオ導入に向けた共通理解の促進策 

 

 

2.1 シラバスを通じて学生に呼びかけるための工夫 

ポートフォリオを導入している大学の課題として、導入１年目は比較的多くの学生が

書き込みに参加するが２年目以降は減少傾向にある。その要因として、一つは、大学の

オリエンテーションなどの機会を通じてポートフォリオの意義・役割、重要性について

説明をしているが、学生はもとより教員、職員にも十分理解が得られていない。二つは、

授業の中でポートフォリオを用いて最良の教育を提供していくという教員側の真剣な気

持ちが伝わっていない。三つは、学生がポートフォリオに参加しても教員側から的確な

コメントなどのフィードバックが十分でないことがあげられている。 

課題解決のためには、学士力を獲得する上で教員と学生の双方が信頼関係を醸成し、

学生一人ひとりの学びに教員が的確に対応できるようにする仕組みが必要とされる。 

学修行動を的確に把握するには、事前・事後学修の状況、教室授業の状況、学修上で

の不安や悩み、授業目標で掲げる達成度を真実に照らして自己点検・評価させることが、

学士力を達成する上で大変重要であることをシラバスで気づかせることが必要である。

その際、学生に自己点検・評価を通じて学びの振り返りの重要性を理解させ、習慣づけ

られるようにすることが肝要である。 

それを効果的に行う手段として、振り返りを記録・蓄積して自己の判断や行動の適切

性を分析するポートフォリオの活用が有効である。また、教員には、学力不足の学生に

は学びの不安の解消、優れた学生には発展的な学修の提供など学生一人ひとりに応じた

学びを支援する手段としてポートフォリオの活用が不可欠となる。 

教員側の真剣な気持ちを伝える方法として、例えばシラバスの中で振り返りの重要性

を文章表現しただけではインパクトが弱いことから、映像や音声により手短に臨場感あ

る形のマルチメディアで公開することが効果的と考える。学生目線に訴えられるように

することが肝要であり、実際にポートフォリオに参加した学生の意見を踏まえて呼びか

ける方法や学生の声を直接紹介するなどの工夫が考えられる。 

 

※ 以下に映像や音声を用いた語りかけについて、教員として配慮すべき点を掲げる

ので参考にしていただきたい。 

 

・ 授業科目でどのような能力が身に付けられるのか、学士力の中での位置づけを

明確にする。 

・ 毎週の授業でどのような能力、知識を身につけることができたのかを自己点検・

評価することが大切であり、振り返ることで次の週の学びに向けて、学生はどの

ような学びの準備をしなければいけないのか気付くことができることを説明する。 

・ 振り返りは、社会人になって生涯にわたって様々な課題に向き合うときに、ど

のように判断し、どのように行動したらよいのか、考える手助けになるとともに

人格形成にもつながることを説明する。 

・ 心の中に刻み込んで問題意識を持ち続けられるようにすることが大切であるが、

そのために習慣づける手段として振り返りを記録することを通じて、学生自身が

「できるようになったこと」と「できなかったこと」、授業や事前・事後学修での

取り組み姿勢などについて気付くことができることを説明する。 
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※ 次に学生からの語りかけの事例を掲げるので参考にしていただきたい。 

【卒業生からの声】 

大学院を卒業して社会人となり５年目を迎えようとしていますが、会社でも年

間の行動目標などを自ら設定し、上司に評価を受けるという大学の「学年末の達

成度自己評価」と同じような機会があります。 
目標の設定や過去の反省は面倒で、意味のないものに感じるかもしれません。

しかし、今の課題に対して目的や目標を明確にせず、受け身の姿勢で取り組んで

は、面白みもなく自分自身の成長もありません。また、反省をしなければ同じ失

敗を繰り返したりして、意欲も薄れてしまいます。 
「一週間の行動履歴」や「学年末の達成度自己評価」は、自身を振り返り目的

を持って主体的に物事に取り組むためのきっかけとなります。自ら進んで取り組

むことで、新しい発見や楽しみが増えてくると思います。 
 

【２年生からの声】 

１週間の行動履歴や達成度評価ポートフォリオの作成を通して、日々の生活の

見直しや改善、１年間の自己の成長を知ることができた。１週間の行動履歴では、

１週間に行った学習や部活動、アルバイトなどに費やした時間を入力した。その

ことにより、日々の時間の使い方や学習や部活動、娯楽の時間のバランスなどを

振り返ることができた。またそれらを考慮し次週の目標を設定することで、より

有意義な１週間を送ることにつなげられた。達成度評価ポートフォリオでは、各

科目の学生が達成すべき行動目標に対する反省を行うことができた。複数ある行

動目標のそれぞれの観点からその科目を振り返ることで、達成できた点やできな

かった点、その理由や改善点を明確にすることができた。また、それによって次

学期の学習目標について考えることができた。これらのことから、１週間の行動

履歴や達成度評価ポートフォリオの作成は、自身を見直し今度の目標、課題を考

え学生生活をより充実させていくことにつながった。 
 
 
2.2 学士力の修得状況を自己点検できるようにするためのワークシートの構成とその例示 

学生の学修行動をモニタリングしていくためのツールとして、「授業の進み具合を点

検するワークシート」と「学修達成度を確認するワークシート」が必要となる。本来は

全ての授業科目でワークシートの活用が望まれるが、学修ポートフォリオを導入する初

期段階では学生や教職員の負荷を考慮し、当面は必修科目に限定することが得策と考え

られる。 

 「授業の進み具合を点検するワークシート」では、授業の進捗状況に応じて学びの動

向を仔細に点検できるように授業期間中に複数回行う必要がある。その際、基礎学力を

測る汎用的な能力の修得状況について学修期間の前半に行うことが望まれる。修得状況

に問題がある場合には改めて特別の学修支援プログラムを設ける必要がある。 

「学修達成度を確認するワークシート」では、授業期間終了後に到達目標が達成でき

たか否か、単位を取得した場合でも到達度の能力を活用できる自信があるか否かを内心

に照らして表現させることで、大学として質保証に向けた学修支援を徹底することが望

まれる。 

 以下にワークシートに記載することが不可欠な要素について網羅的に掲載した。要素

の組み合せ及び追加などを行い授業の形態や目的に応じたワークシートを検討・作成さ

れることを希望する。 
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「授業の進み具合を点検するワークシート」の要素 

・ 学修時間の把握 

   例えば、個人・チームでの事前・事後の学修時間を記録させる。 

・ 知識・技能・態度の確認・定着 

 例えば、教員側から知識・技能・態度の範囲を指定し、授業で学んだことや

気付きなど修得した内容を自分の言葉で記述させる方法、技能・態度の Can Do

リストで達成度を点検させる方法などで記録させる。 

・ 知識・技能の活用と知識の創造 

 例えば、提示した課題についてレポートを提出させた上で、獲得した知識・

技能を用いて社会や組織の課題との関連付け及び応用の可能性について考察が

できるか否か、知識の統合化による考察ができるか否かを記述させる。 

・ 自主性及び主体性の確認 

 例えば、事前・事後学修を行っているか記述させることで自主性の有無を確

認させるとともに、次の学修行動に向けた準備を記述させるなど主体的な行動

の有無を自己点検させる。また、チームで学修している場合には、考察プロセ

スの中で学生個人がどのような役割を果していたか、相互に協力して考察する

ことができたか否か、多様な意見を取り入れて考察することができたか否か、

チーム内外での相互評価などを記述させる。 

・ ワークシートに対するフィードバック 

 例えば、上級学年生などによるファシリテータからのコメント、担当教員か

らのコメント欄を設けておくことが必要である。 

   

「学修達成度を確認するワークシート」の要素 

・ 授業の到達目標に対する達成状況 

 例えば、単位を取得した場合でも学修到達目標の能力を卒業までの学修段階

で活用できる自信があるか否か、卒業した後で活用できる自信があるか否かを

正直に記述させる。 

・ 主体的な学修行動の確認・定着 

 例えば、失敗・成功した学びの経験を記述させた上で、学士力の獲得に向け

た次の学びのデザインを考えさせ、行動目標を記述させる。 

・ ワークシートに対するフィードバック 

 例えば、担当教員からのコメント欄を設けておくことが必要である。 

 

ワークシートのイメージを理解いただくために、実際に使用されている「事前に課題

本を読ませるワークシート」、「教養教育のワークシート」、「理系のワークシート」、「医

療系のワークシート」の事例を８頁以降に掲げたので参照いただきたい。 

 

2.3 学士力の獲得に不安を抱える学生を対象とした学修支援方法の留意点 

 学修ポートフォリオで学生に学修の達成状況を真実に照らして記述することを求め

ているが、達成が思わしくない学生には大学として何らかの個別指導を行う仕組みを整

備し、学生が安心して学びに向き合えるように学修支援の仕組みを構築しておくことが

必要不可欠である。 

 学生一人ひとりの不安や悩みを把握し、必要に応じて面接を行うなど、組織的な対応

をめざして情報共有を促進する必要がある。それには教員同士による連携体制の構築、

ファシリテータによる助言などの仕組み、教職員一体となって取り組むための全学的な

プランの策定などの整備が必要となる。 
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 学生一人ひとりの学びに応じた支援として、「基礎学力不足」、「知識理解の不足」、「人

間関係の悩み」、「各種障害」など、学生が抱える不安や悩みのタイプに応じた対応策を

大学として備えていることが前提となる。例えば次のようなことが考えられる。 

 

・ 基礎学力が不足する学生には、例えば、大学として補習授業を提供し、授業目標

が達成できるようファシリテータと担当教員との連携によるきめ細かな助言・指導

が必要となる。 

・ 知識・理解が不足する学生には、例えば、学内ネット上での授業録画による学び

直し、ｅラーニングによる個人学修の徹底、ファシリテータの助言などの仕組みが

必要となる。 

・ 友人がいないなど人間関係に悩みを持つ学生には、例えば、上級学年生から学内

ネット上で励ましや学修相談を行い、その対応状況を大学が特定する教員・職員・

ファシリテータで共有し、連携して対応策を考え、孤立させないように支援する仕

組みが必要となる。 

・ 発達障害などの学生には、例えば、大学としてや心理カウンセラーなどの専門家

によるアドバイスによる指導を行い、学生に応じた支援方法を提供することが必要

となる。なお、障害の程度によりチーム学修が困難な学生には、学内ネット上での

学びの仕組みを通じてチーム学修に参加できるようにする必要がある。 

 

以上の学修支援を効果的に進めるためには、教員・職員としての職務規範を充実し、

全学あげて学生一人ひとりが安心して学修を受けられるよう、FD・SD の研修を徹底する

必要がある。 

 

 

2.4 振り返りに対する教員のコメントをフィードバックする際の留意点 

  学修ポートフォリオが持続的に使用されない大きな要因の一つとして、学修記録の内

容や振り返りに対して教員が速やかにコメントなどのフィードバックをしていないこと

が指摘されている。フィードバックが行われていない状況として、コメントの表現をど

のように考えるべきか、速やかにフィードバックすべきか否かタイミングなどの問題が

ある。このような現状認識に立ち、コメントの内容について、学修者一人ひとりへの対

応と学修者全員に共通する対応、授業期間中に対応できること授業期間終了後の対応、

大学全体で対応すべきことなどを踏まえて検討する必要がある。 

  以下にコメントの表現・タイミングを想定した対応の留意点について整理したので参

考にしていただきたい。 

 
・ 授業期間中でのコメントの仕方としては、授業で工夫できる内容であれば学修

者全員にネットで周知し、教員と学生との信頼関係をできるだけ早く築くように

することが重要である。学修者一人ひとりが抱える不安や悩みへのコメントは、

例えば基礎学力が不足する学生、知識・理解が不足する学生、友人がいないなど

人間関係に悩みを持つ学生、発達障害などの学生に応じて担当教員として助言で

きるか否かを判断した上で、対処方法を案内することが望まれる。そのようなケ

ースタディに応じた対処の仕方については、教職員一体となって FD・SD などで検

討していくことが必要であろう。 
・ 授業期間終了後でのコメントの仕方としては、他の授業関連科目との調整、授

業方法・シラバスの再構築、対話学修・体験学修・ICT を駆使した学修など授業

環境の整備、ファシリテータによるきめの細かい学修支援の整備などの課題が想

定されるので、学生には問題の重要性を認識していることについてフィードバッ
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13



３．学修ポートフォリオ情報の活用対策と教職員の関わり方 

 

 

 中央教育審議会の「質的転換答申」で指摘されているように、新たな未来を築くための

大学教育の質的転換に向けて、大学３ポリシーの一貫性とそれに基づくアクティブ・ラー

ニングを中心とする学修方法の改革、教職員の職務能力の開発が求められている。なかで

も出口としての教育の質保証について社会から高い期待が寄せられており、これに応えて

いく大学としての使命が今問われている。とりわけ、一人ひとりの学生に寄り添い、学修

行動を把握し、それにもとづく適切な学修支援を通して、学生自らの気づきと成長を促す

仕組みが求められている。 

 その仕組みとして、学生自身が学修の達成状況を点検し、振り返りを通じて自律的に学

修する習慣を身につける学修ポートフォリオの導入と、大学がこの情報を踏まえてきめ細

かな履修指導や学修支援の実施、教育プログラムの改善に活用することが不可欠となって

いる。そこで、学修ポートフォリオが教育の質の向上に寄与する重要なツールとして必須

となっている。しかし、学修ポートフォリオ自体に対する理解やそれを導入・活用するこ

との重要性が、学生・教職員全体に十分に認識されていないという問題がある。今後の課

題は、学修支援方法の工夫や学生と教員の双方向的なコミュニケーションの充実・向上に

向けて、教員自身による振り返りを通じて教育方法と学修支援のＰＤＣＡを主体的に展開

していくことが要請されている。本報告では、これらに対する一つの指針を提示したもの

である。 

 

 

3.1 授業の有効性を点検・評価するための学修ポートフォリオ活用の留意点 

 

学生の学修行動及び授業目標の達成状況を記録した学修ポートフォリオのワークシ

ートは、授業デザイン及び授業マネジメントの振り返りを教員自身で自己点検するため

の不可欠なエビデンスである。大学は総力をあげて学生一人ひとりに最良の教育を提供

していく使命を負っていることから、カリキュラムと授業との整合性を点検・評価し、

学士力育成の観点から授業価値を振り返り、授業内容の改善または授業科目の調整に取

組むことが求められる。 

 以下に、授業の自己点検、授業科目の有効性評価に学修ポートフォリオを活用する留

意点を掲げる。 

 

（１）授業デザイン及び授業マネジメントの振り返りを自己点検 

教員側の視点による授業づくりに限界があることから、学生側の視点を取り入れた授

業設計や授業運営、学内外の教員・社会の意見を反映した授業マネジメントが望まれる。

以下に授業内容・方法を振り返るための学修ポートフォリオの活用について例示する。 

授業設計や授業運営を点検・評価するためには、カリキュラム・マップやカリキュラ

ム・ツリーをもとに授業で修得する能力が学士力で掲げる到達目標のどの部分に関連付

けられているかを体系化し、シラバスの到達目標として明確化されていることが前提と

なる。 

その上で以下のような視点から授業目標の達成状況を振り返ることが必要となろう。 
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 ・ 教室外における学修時間数と学修行動の把握 
（個人・チームを含む事前・事後学修の時間数、事前学修としてのビデオ視聴、

資料や課題本の読み取り、定義・意味の解釈調べ、フィールドワーク・イン
タビュー、質問・意見の有無、授業目標の確認、事後の学修計画など） 

・ 授業の理解度に関する把握 
（学んだ内容や理解できなかった内容の自己申告、社会や組織課題への関連付

けなど） 
・ 知識・技能・態度に関する能力の把握 

（授業の到達目標と関連させて知識理解、技能、態度の観点からどのような能
力が身に付いたかを Can Do リスト等で検証、例えば、知識の定着、知識の
活用、知識の組み合わせ・創造、技能の修得、技能の活用、態度の修得、態
度の実践、課題の発見・問題解決への取組みなど、能力発揮に関する自信や
不安の記述など） 

・ 主体性・多様性・協働性確保の把握 
（アクティブ・ラーニング実施の有無を検証、自ら問題発見・解決に取組む学

修行動の確認、チームで多様な意見を取り入れ協働する学修行動の確認、主
体性・多様性・協働性修得の有無を確認など） 

 

（２）授業の役割・有効性を評価し、改善策を考察 

授業の役割・機能を点検・評価し改善するためには、組織的にカリキュラムと授業と

の整合性を点検・評価し、学士力育成の観点から授業価値を振り返り、授業内容の改善

または授業科目の調整に取組むことが望まれる。学生一人ひとりに最良の教育を提供し

ていくことが大学の使命であることから、教員は常に授業の役割について能動的に捉え、

教員間で連携して最適な授業を提供できるようＦＤを通じて授業改善していく意識の変

革が求められる。 

以上のようなことを前提に、学修ポートフォリオと授業評価アンケートを組み合わせ

て学士力の定着状況を総合的に点検するとともに、教員自身による自己点検のティーチ

ング・ポートフォリオとマッチングさせ、授業の貢献度合いの観点から授業科目の価値

を振り返ることが望まれる。 

例えば、シラバスに掲げた授業目標の達成状況を担当教員が自己点検・評価した上で、

関連科目を担当する教員間で学士力との関連付けを確認し、抜本的な改善策を考察する。

また、上記のプロセスを経た上で改善が思わしくない場合には、学内組織において授業

科目の存置や他科目との統合・調整などの改善が望まれる。その際、点検・評価の精度

を高めるため学外教員及び外部有識者と意見交換するなどの取組みも必要となろう。 

 

3.2 授業価値を振り返るためのティーチング・ポートフォリオの導入 

 

（１）ティーチング・ポートフォリオ導入の必要性 

未来を背負っていく学生に最良の学びを提供し教育の質を高めていくには、これまで

の知識伝達型授業に加えて、学生の主体性を引き出し・伸ばす授業に転換していくこと

が問われている。自ら問題を発見し、解を見出し実践できる力を育む能動的学修（アク

ティブ・ラーニング）の組織的な取り組みを行う中で、教員一人ひとりが学士力に向け

て授業の役割を確認し、学生からの反応・意見を踏まえて主体的に授業を振り返り改善

していくことが望まれる。その手段として、授業の振り返りシートに成果、反省点・改

善点を整理するティーチング・ポートフォリオが必要となる。学生に学びの振り返りと

して学修ポートフォリオを求めているが、教員においても学生同様に授業の成果に対す

る振り返りを求め、次の授業に向けてのＰＤＣＡを繰り返す中で授業改善を図る必要が

ある。しかし、ティーチング・ポートフォリオによる授業の振り返りを組織的に導入し

ている大学は、本協会加盟校の調査によれば平成２６年度時点で全学もしくは一部の学

部・学科で４２校約２割、２９年度は６７校約３割と少なく、今後大学として避けて通

れない問題として、教員一人ひとりに授業の自己点検・評価を習慣化する取り組みにつ

いて理解の促進を行う必要がある。 
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の評価、資格取得状況、課外活動状況などのデータを組み合わせて、教育プログラムと

しての機能を点検・評価することを通じて科目の統廃合などカリキュラム編成の見直し

などが可能となる。 

※ 教学データとは、例えば、成績評価、履修状況、授業科目数、専任・非常勤教員数、教室外学

修時間、学修行動記録、能動的学修の実施、e ラーニングの実施、大規模公開授業の実施・利

用、学修成果の評価、資格取得、課外活動、進路希望、社会からの評価などが考えられる。 

以上を通じて成果が達成されている優れた教育プログラムを抽出し、成功事例による

要因・手法などについてＦＤにより理解の共有を図る。なお、成果が十分でない場合に

は、教職員及び学生参加型のＦＤで原因、課題、対策を検討することが肝要である。 

 

3.4 学修ポートフォリオによる学生の負荷軽減のための教学マネジメント対策 

 

アクティブ・ラーニングを全ての科目で実施すると事前・事後学修の時間確保が厳し

くなる。学年当りの授業科目数は、平均で１０科目前後となっており、そのための教室

外での学修時間は１日平均で 8 時間程度が必要となり、教室授業の学修時間を含めると

極めて過密になり現実的ではない。授業科目数が欧米の４科目から５科目に比べて３倍

程度となっていることが問題で、学生の学修時間を考慮した授業科目の規模を改めて見

直す必要がある。教員間及び学部学科組織で授業科目の配置について見直す必要があり、

授業科目の調整・統合または新規科目設置などの工夫が望まれる。 

見直しに際しては、教員中心の授業科目編成から学位プログラム中心の科目編成に転

換することが肝要なことから、学部学科組織の中で科目の役割を再点検し、学士力を身

に付けるために真に必要な科目の内容を再設定し、複数教員によるチームティーチング

などの工夫が必要となる。以上の見直しを進めるための対策として例えば次のような点

を配慮しておく必要がある。 

  
・アクティブ・ラーニングを実施する科目の体系化を図り、可視化する。 

  ・シラバスでアクティブ・ラーニングの具体的な学修の仕方を明示する。 
・教室外での週当たり学修時間数と学生の生活時間数を調査し、学修の負荷を把握 

する。 
・学内サイトに全ての教職員が意見交換できるポータルサイトを構築し、教学マネジ
メントの工夫について教職協働で対応できるようにする。 

 

3.5 教職員の行動変革を推進する取り組みの留意点 

 

 教育の質的転換を全学的に進めていくには、大学の教育活動が人材育成という視点か

ら社会の要請に応えられるものとなっているか、学生が希望する能力を身に付けること

ができるようになっているか、Web サイト等で教学ＩＲデータを可視化して、役員・教

職員がディプロマ・ポリシーとカリキュラム・ポリシーとの整合性が教育活動の中で認

識を共有できるようにする必要がある。 
教学ＩＲデータの可視化については、例えば、授業が目指す到達能力の抽出、学生が

獲得した学修能力の抽出、成績評価の抽出など、主要なデータをレーダーチャートなど

で一覧的にグラフ化し、複数のデータを一丸視できるように工夫する必要がある。この

ような取り組みをすることで、教員コメントのフィードバック率の向上や授業評価アン

ケートのスコア向上、学修ポートフォリオに対する学生の反応が見えやすくなるなどの

効果が期待される。また、教員及び担当職員が日常業務の一環として意識することなく、

教学ＩＲデータを用いて点検できるように習慣化していくことが肝要である。その上で、

学士力の実現に向けた議論を学内のＦＤ担当教員及びＳＤ担当職員、ファシリテータの

代表学生、企業・地域社会の主要な関係者と連携して、多面的に行える場を設けること

が望まれる。 
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（２）達成度振り返り用の e ポートフォリオ 

ここでは、学年ごとの学修目標を設定させ、学修計画の進捗状況を振り返る中で次

年度の学修計画を立てさせる「学年別達成度 e ポートフォリオ」と、授業科目ごとの

学修達成度を振り返させて、次の授業科目に向けて学修計画が立てられるようにする

「科目別達成度 e ポートフォリオ」を構築して主体的に学修行動の改善が図れるよう

にする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 「科目別達成度 e ポートフォリオ」 

ここでは、授業シラバスに掲載している到達目標について、学修達成度を自己点

検・評価するため、知識・技能・態度の達成状況と教室外での学修状況（学修時間数

や学修内容）をワークシートに掲載させる。その上で、教員及び上級学年生のファシ

リテータが「科目別達成度 e ポートフォリオ」をモニタリングしてコメントを行い、

適切な学修行動の支援ができるようにする。学生自身が科目別の到達目標について、

具体的に「できたこと、できなかったこと」を自己点検・評価するためのツールとし

て、また教員が学生の達成度を把握するためのツールとして、ポータル画面に「Can-do
リスト」を掲載して利用することが望まれる（下図参照）。なお、Can-do リストの指

標や尺度の設定には、ディプロマ・ポリシーとの関係性を重視するとともに、評価方

法・基準の明確化が必要である。このことから、Can-do リストはディプロマ・ポリシ

ーを測定する上で重点的な主要・必修科目に限定して実施することが望ましい。 

その上で、点検・評価の結果を IR データとして活用できるように自動集計して数

値化・可視化することが望まれる。 

 

② 「学年別達成度 e ポートフォリオ」 

ここでは、学年ごとに学修する授業科目の全体を通じて、ディプロマ・ポリシーの

どの部分を獲得するのか目標を立てさせ、達成状況を振り返る中で卒業までに修得す

べき学修プログラムの計画を点検させる。大学の事情に応じて、全ての科目を対象と

するのではなく、必修科目、学生全員を対象としたゼミ等で行う。そのために、「科

目別達成度ポートフォリオ」による達成度状況を可視化し、不足している能力を補う

ための工程表を作成させる。 

 

科目別達成度 e ポートフォリオ 

科目 A 科目 B 科目 C 科目 D 科目 E 

学年別達成度 e ポートフォリオ 

○年次 

総合化 

達成度ポートフォリオの画面 達成度ポートフォリオの流れ 
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学修状況の確認 

数値化

可視化

数値化 可視化

ディプロマ・ポリシー達成度の可視化イメージ

＊ワークシートは８〜13 ページを参照 

＊学⽣はワークシートや Can-do リストをもとに達成度を⾃⼰評価し、教員は学⽣の⾃⼰評価を考慮しながら達成度を評価する。 

学⽣による達成度の確認 

教員による達成度評価 
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（３）「キャリア用の e ポートフォリオ」 

ここでは、将来の夢、自分の強み・弱み、課外活動・ボランティア、就業体験の成

果をワークシートに入力して整理させ、卒業後の自分の姿を想像させる中で、学生生

活や学修行動が充実できるように、教職員・上級学年生のファシリテータ、企業・団

体や地域社会から助言などの支援ができるようにする。 

学生に利用促進を働きかけるためには、振り返りの習慣化が社会人の資質向上に不

可欠となることの重要性を卒業生から呼びかけるなどの工夫が考えられる。もう一つ

の方法としては、ワークシートの提出をポイント化したり、成績の一部に含めたりす

るなどの工夫も考えられる。 

※コメント欄には、教職員や上級生等からのコメントが考えられる。 
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【理系大学のキャリアデザイン用ポートフォリオの例】 

１年生用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２・３年生用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料提供：平成 27 年度金沢工業大学使用 
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4.2 e ポートフォリオシステムに求められる利便性 

 ｅポートフォリオの構築で最も重視しなければならない要素は、学生が日常生活の一

部として興味を持って参加できるように、モバイル端末による利便性を考慮する必要が

ある。また、教員の負担を軽減するために、パソコン上で手軽に操作ができるような仕

組みが必要である。 

 

（１）モバイルやパソコンでの利便性 

① モバイル端末の利便性としては、スマートフォンやタブレットでも入力・蓄積・

閲覧ができるように、大きな文字、シンプルなレイアウト、指で操作可能なインタ

ーフェイス、画面幅の制限などスマートフォンに最適化した画面設計が必要となる。 

② パソコン上で教員の負担を軽減するためには、ポータルサイトに一覧できるよう

にして、閲覧・書き込み、フィードバック、シラバスへの連動などワンストップの

仕組みが求められる。 

③ e ポートフォリオシステムの利用にあたっては、ID・パスワードを何回も入力す

るなどログインに手間がかかるため、シングルサインオンや入り口のポータル化を

図る必要がある。 

（２）入力負担の軽減 

① フィードバックの負担を軽減するために、「褒める、共感する、励ます、ねぎら

う」などの教員からのコメントをテンプレートとして準備しておくことが効果的で

ある。 

② 学生がワークシートを入力する際には、作成途中の内容を一時保存できる機能、

教員及びファシリテータに提出する機能、写真や静止画などが添付できる機能が求

められる。 

 

【教員コメントの事例】 
項 目 場 面 コメント例 

ほめる 
課題に対して 

「（全体に）よくできていましたね」「特に～の部分がよ

くできていましたね」 
活動・日常生活に対

して 
「○○プロジェクトは大きな成果がありましたね」 
「～をよく頑張っていますね」 

共感する 

課題の内容に対し

て 
「そうですね。私もそう思います」 

劣等感・疎外感をも

つ学生に対して 
「そこが～さんのいいところだと思います」 

ねぎらう 
課題に対して 「○○プロジェクト、よく頑張りましたね」 

日常生活に対して 「体調は、もう良くなりましたか？」 

励ます 
課題や活動等がう

まくいかない学生

に対して 

「次回は、もっと頑張りましょう」 
「～さんなら、きっとうまくいくはずです」 

促す 
さらに高度な課題

や活動に挑戦させ

る 

「次は、～に気をつけたら、もっとよくなると思います」

「次は、～の課題に挑戦してみましょう」 

質問する 
課題に対して 「～の部分について、詳しく説明してもらえますか？」

日常生活に対して 「最近、睡眠時間をしっかりとっていますか？」 
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※「励ます・促す・質問する」コメントを付す場合は、「ほめる・共感する・ねぎら

う」などのコメントのあとにつなげるのが効果的。（例：「○○プロジェクトは大き

な成果がありましたね。次は、～に挑戦してみましょう」） 
 
4.3 e ポートフォリオシステム利用上の留意点 

ｅポートフォリオシステムを利用する上で配慮すべき点として、学生への書き込みを

促す仕組み、教員による書き込み状況の把握とフィードバックの工夫が必要である。 

 

（１）書き込みを学生に促すための教職協働支援体制 

   ① ヘルプデスクの設置 

ｅポートフォリオ利用に際してのＱ＆Ａについて、教職協働を前提にネット上に

掲示板を設け、文字または音声・画像などで説明する。 

② ファシリテータによる呼びかけの体制 

  社会人基礎力としての自己管理能力の獲得に役立つことの経験を伝えるために、

上級学年生を中心にチームを構成し、担当教員と連携して一、二週間に一回程度の

割合で学生に振り返りシートの作成をネット上で呼びかけ、学修の習慣化を働きか

ける。 

 

③ 障害学生に対する相談・助言の体制 

障害の状況に応じたツール（読み上げソフト、点字キーボードなど）を職員で準

備する。また、発達障害などの対応には、特記事項としてシラバスへの授業形式を

掲載する他、グループ討議をレポートに替える措置、教員との個別発表、個人発表

のビデオ提出など配慮した上で、教員及び職員がカウンセラーと連携し、ｅポート

フォリオを通じて学修の相談・助言支援体制を構築する必要がある。 

 

 

（２）学修行動モニタリングのシステム化 

① ワークシート提出状況の確認 

  ワークシートの提出状況を教員が一覧視できるように、e ポートフォリオのポー

タル画面をシステム化するとともに、提出期限に応じて未提出の学生へ自動的に督

促メールを発信する仕組みが望まれる。 

② 行動記録や学修達成度の内容確認 

  e ポートフォリオ上で学生個人のワークシートを閲覧し、教員及びファシリテー

タからコメントをフィードバックできるようにする。その際、教員・ファシリテー

タの負担を軽減する一つの方法として、教員コメントの例示をテンプレートとして

組み込んでおくことが有効である。その上で、学年別に面談を行い、ポートフォリ

オの結果を踏まえて学修達成度の内容を確認し、学修計画の内容を指導・助言する

ことが必要となる。 

 

（３）e ポートフォリオ情報の管理 

① 学生との契約 

  ｅポートフォリオに書き込んだ内容の取扱いについて、学修上の相談・助言に利

用すること及び教育プログラムの有効性を分析・評価することを主な利用範囲とし、

個人情報保護や匿名化、データの利用・保存期間について、大学と学生との間で申

し合わせを行っておく必要がある。 

② e ポートフォリオ情報のアクセス権設定 

データの取り扱い権限をルール化するため、科目担当の教員・ファシリテータに
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ワークシートの閲覧権限を与えることを規程化するとともに、システム上で権限対

象者を区分できるよう利用者設定の仕組みを設けておく必要がある。また、ディプ

ロマ・ポリシーが掲げる学修到達目標と科目 e ポートフォリオの学修達成度をマッ

チングして、教育プログラムの有効性を分析・評価する関係者に対してデータの閲

覧権限を設けておく必要がある。 

③ e ポートフォリオ情報の暗号化 

 学生の個人情報を適切に取り扱うためには、アクセス権設定による学内ルールの

規定化やシステム上の仕組みが前提となるが、外部からの不正アクセスや内部漏洩

などさまざまインシデントが考えられることから、個人情報を暗号化しておくこと

が不可欠となる。 

 

4.4 e ポートフォリオデータのＩＲシステムへの接続 

  e ポートフォリオのデータと成績評価、単位取得、授業出席、資格・検定の取得、課

外活動、就職活動、面談記録などのデータを組み合わせて、教育プログラムの有効性を

点検・評価し、改善策を見出すことができるようにする教学ＩＲシステムとの接続を考

慮しておく必要がある。 

  e ポートフォリオデータと教学ＩＲシステムの接続については、例えば、学士力の到

達目標と学修達成度・成績評価などの主要なデータを相関させ、レーダーチャートやヒ

ストグラム・散布図などで可視化することにより、ディプロマ・ポリシーとカリキュラ

ム・ポリシーの整合性を多面的に点検・評価できるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポートフォリオと IR のイメージ図 

 

●達成度評価 

●振り返り等の定性的データ 

（データマイニングに活用）ほか 

学生ポートフォリオ 

●教育研究業績 

●授業アンケート結果 

●学内業務 ほか 

教員ポートフォリオ 

LMS（学修管理システム） 

●在学生の入試区分 

●成績情報 

（登録単位、取得単位、GPA 等） 

●サークル・部活等 など 

IR 

その他、学内外の諸情報 

大学運営の 

方針・戦略策定 
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【達成度の可視化からディプロマ・サプリメントへの展開】 

 

昨今、達成度の可視化とともに、卒業時の学修成果を客観的に提示する「ディプロマ・

サプリメント」が求められている。下図の例では、ディプロマ・ポリシーで求める「基礎

学修力」「専門学修力」「専門実践力」などについて、その達成度を数値化・可視化してい

る。各項目の評価は、個別に定めた評価基準や、場合によってはステークホルダー等の外

部評価の結果を考慮して数値化される。 
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4.5 e ポートフォリオシステムの導入形態 

 e ポートフォリオシステムは、「独自開発」、「パッケージ利用」、「オープンソース利用」

の三つに分類できる。どの形態を選択するかは、導入大学の予算規模、既存システムの

状況、専門家の有無、活用方法・内容等によって異なり、各大学で検討を要する。 

 

（１）「独自開発」 

ここでは、学生の振り返りによる学修習慣の確立の他に、教員の教育改善の促進及

び組織的な教育改革を実現するという明確な理念を全学的な場で確認した上で、設計

方針を確定していくことが重要である。他方、システムを開発した後でも修正を加え

て行くことが多いことから、時間とコストが拡大する可能性が高い。また、導入に伴

う開発業者の責任問題として、業者の倒産やサービス撤退など、ｅポートフォリオシ

ステムの継続的な運用に協力が得られない場合があるので、業者の選定を厳格にする

必要がある。 

 

（２）「パッケージ利用」 

ここでは、パッケージソフトの基本機能が中心となっているので、活用方法・内容

に適合したものを選択することで比較的導入の手間が少ない。他方、ポータル機能や

シラバス機能などオプションとして追加・実装することもできるが、コストの拡大に

繋がる可能性が高い。その上で、クラウドサービスを利用する場合には、サーバ設備

を管理・運用するメンテナンス費用の負担や担当者の人件費を軽減できるが、長期間

に亘る利用となることから、利用料の設定をどのように見通すかが難しい。また、導

入に伴う販売業者の責任問題として、業者の倒産やシステムの保守サービス撤退など、

ｅポートフォリオシステムの継続的な運用に協力が得られない場合があるので、業者

の選定を厳格にする必要がある。 

 

（３）「オープンソース利用」 

ここでは、無料使用の場合が多い。但し、海外システムではメニューが英語表示に

なっており、日本語化への費用が発生する可能性がある。システムのバージョンは、

比較的頻繁に更新されており、システムに不具合が生じた場合でも対策が講じられて

いる。また、オープンソースを利用する場合には、運用をシステムに合わせる必要が

ある。しかし、学内の要求に応じたシステムにカスタマイズする場合は、専門の教職

員が必須となり、該当者が不在の場合には改めて業者に依頼することが必要となる。

そのために、学内に専門家が必要となるため大学での活用が広がらない悩みがある。

また、導入に伴う関係者の責任問題として、オープンソースの利用に専門的な知見を

有し、維持・運用にリーダーシップを発揮する学内関係者が退職するなど、ｅポート

フォリオシステムの継続的な運用に協力が得られない場合があるので、複数の関係者

を確保しておく必要がある。 

 

 最後に、e ポートフォリオ導入校を対象としたアンケート調査にもとづき、導入事例

の紹介一覧、e ポートフォリオ運用上の課題と負荷を軽減する工夫等について紹介する。

なお、参考となる画面については参考資料として巻末にまとめた。 

 アンケート調査の対象は、これまでに私情協で参考事例として紹介されてきた大学を

中心とし、国公私立 12 校からの回答を得た。導入形態としては独自開発が多く、導入単

位および該当学年としては、全学を対象として１年生から３・４年までの導入が目立つ。

全体として、学修ポートフォリオとしての活用を基本とし、学習成果の蓄積、学生によ

る振り返りと目標設定、教員からのコメント機能等を共通の機能として装備している。 
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4.6 e ポートフォリオ運用上の課題と負担を軽減する工夫等 

 

以下、アンケート回答校から寄せられた意見についてまとめる。 

e ポートフォリオ運用上の課題としては、教学上の課題と管理上の課題に分かれる。 

教学上の課題では、e ポートフォリオを活用する意義や趣旨が学生に十分伝わってい

ないとことや、e ポートフォリオを活用する科目とカリキュラム全体との関連づけを明

確にしていないことがあげられた。また、指導教員から学生へのフィードバックが不十

分である点も、課題としてあげられている。 

管理上の課題としては、e ポートフォリオを運用する部署に、職員を管理者として置

く必要があり、職員の負担が大きくなることがあげられている。 

学生や教職員の e ポートフォリオの利用を促進する工夫としては、利用マニュアルの

充実、メールマガジンの配信、講習会の開催や、e ポートフォリオへの記入を授業科目

の評価の一部とするなどがあげられている。また、技術的な工夫として、学内の様々な

システムにアクセスする際に、一度の ID とパスワードの入力で済む「シングルサインオ

ン」を導入するとともに、学修管理システム(LMS)と e ポートフォリオを連動させる例

もみられた。さらに、e ポートフォリオ利用者の情報交換を促進するために、コミュニ

ティの形成が有効であるとの意見もあった。教職員の負担軽減については、学生へのコ

メントの頻度を考慮して、一教職員に対して負担にならない程度の人数を割り当てると

の工夫があげられた。 

   

 

 

 

* 平成 25 年度～平成 27 年度（大学・企業名、所属等は当該期間のもの）。 

**平成 28 年度より 

 

  

  氏名 大学・企業名 所属 

担当理事 疋田 康行* 立教大学 経済学部教授 

〃 大野 髙裕** 早稲田大学 理事 

委員長 岩井 洋 帝塚山大学 学長 

委員 片岡 竜太  昭和大学 歯学部教授 

〃 杉山 由紀男 創価大学 文学部副学部長、教授 

〃 小川 賀代 日本女子大学 理学部数物科学科教授 

〃 藤本 元啓 崇城大学 総合教育センター教授 

ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 森本 康彦 東京学芸大学 情報処理センター准教授 

〃 小松 大* 株式会社朝日ネット 営業二部部長 

〃 酒井 智行** 〃 〃 

〃 加藤 博文 株式会社ニッセイコム 
公共情報事業本部システム第二部
部長 

〃 奥出 健太郎 
株式会社富士通マーケテ
ィング 

システム本部関西・中部システム統
括部関西第二システム部 

大学情報システム研究委員会委員名簿（平成 29 年 3 月 31 日現在）  
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【参考　ｅポートフォリオシステム導入事例の紹介】
1.形態 2.大学名 3.システム

 名
4.導入単位
　導入年

5.利用者数 6.基本機能
※下線は、次ページ以降で関連画面を紹介

7.eポートフォリオ
 の成績評価への
 反映

8.学生の振り返り
 頻度

9.教職員のコメン
 ト頻度

10.大学IRや学修管
 理システムとの連動

11.技術的サポート
 体制

12.導入
 費用

13.年間
 維持費
 用

独自開発 金沢工業大
学

KITポート
フォリオシス
テム

全学

2004年導入

6,700人 ・学修成果の蓄積
・学生の文章による振り返り
・学生による目標設定
・目標達成度の可視化・数値化等
・教員からのコメント機能
・シラバスとの連動

 科目評価等の一
部として評価

・学年（年度）ごと
・学期ごと
・随時

 随時 ・IRは連動させる予定
・学修管理システムは
 連動させている

 学内専任の技術者が
いる

5,000
万円以上

1,000
万円未満

独自開発 大阪府立大
学

学習・教育
支援サイト

全学

2012年導入

6,000人 ・学生の文章による振り返り
・学生による目標設定
・目標達成度の可視化・数値化等
・教員からのコメント機能
・シラバスとの連動
・モバイル端末からの利用

 対象外  学期ごと  学期ごと ・IRは連動していない
 が、IR活動としてデ
 ータ活用はしている
・学修管理システムは
 連動させている

 外部業者等にサポー
トを依頼している

 リース契
約で年間
維持費の
み

1,000
万円以上
2,500
万円未満

独自開発 大手前大学 el-Campus 全学

2011年導入

2,200人 ・学修成果の蓄積
・学生の文章による振り返り
・学生による目標設定
・目標達成度の可視化・数値化等
・教員からのコメント機能

 対象外  学期ごと  学年（年度）ごと
（但し、コメント入
力によるフィード
バックを行ってい
る教員は僅かであ
る）

・IRは連動させるか
 検討中
・学修管理システム
 は連動させている

・学内に技術的サポー
 トできる教職員がいる
・外部業者等にサポー
 トを依頼している

1,000
万円以上
2,500
万円未満

1,000
万円未満

独自開発 京都光華女
子大学短期
大学部

短大ポート
フォリオ

学科単位

2010年導入

200人 ・学修成果の蓄積
・学生の文章による振り返り
・学生による目標設定
・目標達成度の可視化・数値化等
・教員からのコメント機能

 週間ポートフォリ
オは1週間ごと、
達成感ポートフォ
リオは学期ごと

 週間ポートフォリ
オは1週間ごと

 IRは連動させている  学内に技術的サポー
トができる教職員がい
る

独自開発 昭和大学 eポートフォ
リオシステム

学部単位、
4学部連携
授業のみ全
学に導入

2012年導入

2,800人 ・学修成果の蓄積
・学生の文章による振り返り
・学生による目標設定
・教員からのコメント機能
・学生のブログ作成機能

 科目評価等の一
部として評価

 授業ごと  授業ごと ・IRと学修管理シス
 テムは連動させる
 予定

 学内に技術的サポー
トができる教職員がい
る

1,000
万円未満

1,000
万円未満

独自開発 お茶の水女
子大学

super alagin
学修ポート
フォリオ

全学

2017年導入

3,000人 ・学修成果の蓄積
・学生の文章による振り返り
・学生による目標設定
・目標達成度の可視化・数値化等
・モバイル端末からの利用
・学生主体の学びと研究の促進

 科目評価等の一
部として評価

 随時  していない ・IRは連動させている
・学修管理システム
 は連動させるか検討
中

 学内に技術的サポー
トができる教職員がい
る

1,000
万円未満

 特に費用
を要して
いない
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【参考　ｅポートフォリオシステム導入事例の紹介】
1.形態 2.大学名 3.システム

 名
4.導入単位
　導入年

5.利用者数 6.基本機能
※下線は、次ページ以降で関連画面を紹介

7.eポートフォリオ
 の成績評価への
 反映

8.学生の振り返り
 頻度

9.教職員のコメン
 ト頻度

10.大学IRや学修管
 理システムとの連動

11.技術的サポート
 体制

12.導入
 費用

13.年間
 維持費
 用

パッケージ 立命館大学 教職課程
manab folio

全学

2011年導入

2,000人 ・学修成果の蓄積
・学生の文章による振り返り
・教員からのコメント機能
・モバイル端末からの利用

 科目評価等の一
部として評価

 ２年生は年1 回、
３年生は学期ご
と、４年生は年1
回

 ２年生は年1 回、
３年生は学期ご
と、４年生は年1
回

・IRと学修管理シス
 テムは連動させる
 か検討中

 外部業者等にサポー
トを依頼している

1,000
万円未満

不明

パッケージ 東北学院大
学

manaba
folio

教職課程履
修（2010年）
経済学部
（2016年）

2017年度か
ら全学で導
入予定

1,500人 ・学修成果の蓄積
・目標達成度の可視化・数値化等
・教員からのコメント機能
・モバイル端末からの利用

 教職課程は、科
目評価等の一部
として評価し、経
済学部は、まだ対
象外。

 教職課程は、科
目の開講期により
学年または学期ご
と

 教職課程は、学
年（年度）ごと

・IRは経済学部で連
 動させる予定
・学修管理システム
 は経済学部で連動
 させている

・学内に技術的サポー
 トができる教職員がい
 る
・外部業者等にサポー
 トを依頼している

1,000
万円未満

1,000
万円未満

パッケージ 奈良教育大
学

全学ポート
フォリオシス
テム(ﾚｸﾁｬｰ
ｴｲﾄﾞ2ﾎﾟｰﾄ
ﾌｫﾘｵ）

全学

2014年導入

2,000人 ・学修成果の蓄積
・学生の文章による振り返り
・学生による目標設定
・目標達成度の可視化・数値化等
・教員からのコメント機能
・モバイル端末からの利用

 科目評価等の一
部として評価

 随時  随時 ・IRと学修管理シス
 テムは連動させる
 か検討中

 外部業者等にサポー
トを依頼している

2,500
万円以
上、5,000
万円未満

 導入費用
に含まれ
る

オープン
ソース

福井県立大
学

Mahara 全学

2009年導入

1,600人 ・学修成果の蓄積
・学生の文章による振り返り
・学生による目標設定
・教員からのコメント機能
・学生のブログ作成機能
・モバイル端末からの利用

 科目評価等の一
部として評価

 随時  随時 ・IRは連動させる予定
・学修管理システム
 は連動させている

 外部業者等にサポー
トを依頼している

1,000
万円未満

1,000
万円未満

オープン
ソース

酪農学園大
学

Mahara 全学

2009年導入

4,000人 ・教員からのコメント機能
・モバイル端末からの利用

 対象外  していない  していない ・IRは連動させるか
 検討中
・学修管理システム
 は連動させている

 学内に技術的サポー
トができる教職員がい
る

1,000
万円未満

1,000
万円未満
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【参考ポートフォリオ画面の目次】

項目 代表画面 資料提供大学

eポートフォリオの利用目的や活用方法の流れ図

個別授業の選択方法

提出物、コメント、学修履歴等の確認方法

教員の画面

ポータル画面からeポートフォリオへのアクセス

eポートフォリオのトップ画面

モバイル端末対応による利便性の向上 奈良教育大学

１週間単位での行動履歴の記録方法 金沢工業大学

１週間単位での行動履歴の記録方法
京都光華女子大学
短期大学部

行動履歴の日誌形式での記述方法 福井県立大学

レポート・成果物の蓄積と振り返り方法 大手前大学

レポートの提出と履歴の確認 東北学院大学

４年・１年単位の目標設定と学期毎の振り返り 大手前大学

今年度の目標と達成度の自己評価 金沢工業大学

教職課程における自己分析シート 立命館大学

学修達成度の自己評価を数値化 お茶の水女子大学

学修達成度の自己評価を可視化 大手前大学

自己評価とクラス平均値の比較を視覚化

過去に担当した授業の学生自己評価結果一覧

本参考指針は、ＰＤＦファイルで右記ＵＲＬに掲載しています。　http://www.juce.jp/info-system/port.pdf

【全体の流れを意識したシス
テム作り】

                 P32

昭和大学

大手前大学【メニュー画面】

                 P34

【行動履歴】

                 P37

【学修成果の蓄積】

                 P40

【振り返りと目標設定】

                 P42

【達成度の可視化】

                 P45

大阪府立大学
【達成度の可視化から授業
改善へ】
                 P47

31



【参考資料】 

 

【全体の流れを意識したシステム作り】 

e ポートフォリオの運用にあたって、e ポートフォリオの利用目的や活用方法について、

全体の流れを意識したシステム作りが重要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業（ユニット）ごとにページ群が用意されており、授業名をクリックすると、個別の

授業のトップページに移行する。 
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授業別のポートフォリオでは、提出物やそれに対するコメント、学修履歴等が確認できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教員側の画面では、担当授業の一覧が表示されるとともに、学生の提出物やそれに対す

るコメントが表示される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料提供：昭和大学 
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【メニュー画面】 

学修支援システムのトップページに、大学からのお知らせや課題の提出等、学生にとって必要な情報が一元的にまとめられており、利便

性を向上させる工夫がされている。また、e ポートフォリオにはトップページから直接アクセスできる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料提供：大手前大学 

e ポートフォリオへ 
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学修支援システムのトップページから e ポートフォリオに直接移行した画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料提供：大手前大学 
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    モバイル端末に対応し、利便性の向上をはかっている。 

     

（学生用メニュー）                （教員用メニュー） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考：奈良教育大学ポートフォリオ関連の URL  http://www.nara-edu.ac.jp/students/portfolio_top.html 

資料提供：奈良教育大学 
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【行動履歴】 

１週間単位の行動履歴を記録するもの。優先順位の高いものを３つあげ、その達成度を◎、〇、△で登録する。また、１週間の予習・復習

や課外活動、睡眠時間なども記述し、１週間を振り返り、努力した点、反省した点を記述する。 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料提供：金沢工業大学 
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同じく１週間単位の行動記録を記録するもの。各週の優先順位と達成度や、予習・復習・

課題、部活・バイト、食事、睡眠時間等についても記録するとともに、１週間の振り返り

を記述する。また、それに対する教員からのコメントを付す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料提供：京都光華女子大学短期大学部 
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行動履

る。オー

履歴と振り返り

ープンソースを

を日誌形式で記

利用したシンプ

記述させるもの。

プルな画面構成で

また、同画面

である。 

に提出物も表示示され、学生同士士が相互閲覧でき

資料提供：福井

きるようになっ

井県立大学 

てい
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【学修成果の蓄積】 

提出したレポートをはじめ、学修や活動の様々な成果物の蓄積ができるようになっている。同時に、様々な活動に対する振り

返りを記述できるようになっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

資料提供：大手前大学 
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e

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポートフォリオオ上でレポートのの提出が可能でであり、過去に提提出されたレポーートが蓄積され、閲覧できるよようになっている

 

資料提

る。 

提供：東北学院院大学 
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【振り返りと目標設定】 

   ４年間を通じた目標と一年ごとの行動目標・学期毎の振り返りを記述する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料提供：大手前大学 
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 年度末に今年度を振り返り、目標に対する自分自身の達成度、成果や成長したこと、また次年度の目標についても記述する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考：金沢工業大学ポートフォリオ関連の URL http://www.kanazawa-it.ac.jp/kyoiku/portfolio.html 

資料提供：金沢工業大学 
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教職課程における自己分析シート。教職課程を履修するにあたって、学生に到達目標に

対する自己評価を４段階でさせるもの。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料提供：立命館大学 
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【達成度の可視化】 

４年間を振り返って、学修達成度を自己評価し、数値化したもの。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料提供：お茶の水女子大学 
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     大学の独自指標にもとづき、学生が達成度を自己評価し、それを可視化したもの。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料提供：大手前大学 
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【達成度

各受講

を入力す

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学生は

る。成績

公開して

ーチャー

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

度の可視化

講科目につ

する。 

は、成績情

績情報につ

ている。学

ートで表示

から授業改

いての「授

報と「授業

いては、ク

修自己評価

され、クラ

改善へ】 
授業の振り返

業の振り返り

クラスの成績

価については

ラスの自己評

返り」（学修

り」（学修

績分布・GPC

は、自身の評

評価分布な

修自己評価な

自己評価）

C(Grade Po

評価とクラ

ども閲覧で

など）と、「

の情報を閲

int Class 

スの平均値

きるように

「半期の振り

閲覧すること

Average)も

値との比較が

になっている

り返り」

とができ

も学生に

がレーダ

る。 
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教員

また、

一つの

できる

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考：大

http://ww

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

員は、担当す

、これまでに

の授業科目

る。 

大阪府立大学ポ

ww.fd-center.

する授業に

に担当した授

で経年変化

ポートフォリ

osakafu-u.ac

ついて、学

授業の集計

化を追うこと

オ関連の UR

c.jp/osakafu-

生の学修自

結果を比較

とができるよ

RL  

-content/uplo

自己評価の集

較できるよう

ようになり

ads/sites/162

集計結果を見

うになってい

、授業改善

2/2015/06/for

資料提

見ることが

いる。これに

善につなげる

rum_vol18.pdf

提供：大阪府

できる。

により、

ることが

f 

府立大学 
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